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ROIS機構長、DS施設長

データ融合
アルゴリズム開発

システム開発 メタデータ作成・
キュレーション

検証・フィードバック

プロジェクトリーダー
田中良昌（極地研究所）

データ融合アルゴリズム
開発チームリーダー
阿部修司（九州大学）

システム開発
チームリーダー

梅村宜生（名古屋大学）

メタデータ作成・キュレー
ションチームリーダー
南山泰之（極地研究所）

データ融合スペシャリスト
中野慎也、上野玄太（統計数理研究所）

外部
アドバイザー

2. About Our Activities
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極地研が所有する多種多様な極域データ（宙空圏、気水圏、地圏、生物圏）を対象に、

• 公開済データ（のメタデータ）の質の均一化と底上げを狙う。未公開データについては
予め品質ポリシーを導入して作成する

• メタデータ、及び、実データを統合的に扱うことができるデータベースを開発する

• 上記の異種のデータ間の関連性を計算機により導出し、「データ駆動型科学（Data-

Driven-Science）」に繋がるデータ融合の手法を確立する

• 2020年度以降に実施するROIS全体および全国大学展開に向けた総合システム（体
制・サービス・活動）のスモールモデルを作り検証する

プロジェクトタスク（～FY2019テスト活動）

波及効果

• 本プロジェクトで得られる多様なデータに対するデータ公開、データ融合の手法やノウ
ハウ、ツール等を、大学共同利用機関として、将来ROIS以外の全国の研究機関や大
学に展開することで、オープンデータの促進、データ駆動型科学の発展に貢献できる。

2. About Our Activities
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メタデータ作成・キュレーションチームの位置づけ

DS事業研究者

データ
作成者

一般市民

データ
提供者
ROIS配下
各研究者

データ
提供者
外部機関

データ、サービス運営費用

ノウハウ、インセンティブ

融合
プロジェクト

各センター

研究成果、成果クレジット

共同研究、研究資材

データ

インセンティブ
研究推進権の付与

人材交流
マッチング

知識
（社会貢献）

（相乗効果）

研究提案、講習会
（人材育成）

研究成果
クレジット

教材、知識、講座
（社会貢献）

社会的
クレジット

（委託）データ

中高生含む
教材、知識、講座

人材、産学・社会連携

プロジェクトとセンターのスコープ

- センター： 所属する学会内

-融合プロジェクト： それ以外全般

キュレーションノウハウ
専門職への位置付け、人材確保

外部

メタデータ
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2. About Our Activities

Metadata

(original)

Metadata (SPASE)

Metadata (ISO19139)

Metadata

Harvest / accumulation

極域資源センター

南極GIS

etc.

研究者

研究者

Metadata

(original)

融合データベース

Modify / 

certification

Metadata (domain)

Metadata (unified)

Metadata (domain & unified)

Librarian

Metadata (DIFF etc…)

学術データベース

キュレーションチームの役割

(A) 品質管理（メタデータの質を均一化して底上げ）

(B) 作成・変換支援、品質提案
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2. About Our Activities

図書館員による活動の一例

サイエンスメタデータ（DIFフォーマット）

DOI登録用メタデータフォーマット（JaLC）

DataCite4.0 スキーマへのマッピングにあた
り、記述が足りない箇所をピックアップ

PIsへフィードバック

現在、設計工程
が進行中
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2. About Our Activities

業務量の実際

メタデータ総数： 6,000～8,000

データ種 （大気データ、気水データ、地質データ、隕石・岩石データ・・・）

チェック業務

かかる時間: 1個あたり3～10分 （類似データごとにまとめて作業）

チェック項目数: 30～50 （スキーマによって異なる）

チェック内容: テキスト記述箇所を中心に

（誤字・脱字、年月日の入力間違い、存在しない観測点名、リンク先の内容等）

機械的なvalidationは済んでいるため、確認すべきポイントは絞られる。
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3. Message

やってみて、初めて分かることがある。

• 図書館が本当に得意とするところは何か？

• グループを作り（共同研究、プロジェクト）、専任業務として認知され、処遇される

技術者からの（一般的な）メッセージ

まずはその取り掛かりが大切

• こういうツールが欲しい！業務を楽にしたい！と言ってみてください。作れます。

業務を画一化し、品質を管理して、その次のステージへ（PDCA）

プロジェクト全体からのメッセージ

• メタデータ作成・キュレーションチームの実務担当を募集 → プロジェクトメンバーへ

• 検証・フィードバックチームへの参加は自由 → プロジェクトメンバーへ
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3. Message

（参考資料）




